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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第34期
第３四半期
累計期間

第35期
第３四半期
累計期間

第34期

会計期間
自  平成23年４月１日

至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日

至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日

至  平成24年３月31日

売上高 （千円） 4,710,631 5,286,019 6,483,862

経常利益 （千円） 232,647 342,785 268,288

四半期（当期）純利益 （千円） 81,677 183,438 90,004

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 399,562 399,562 399,562

発行済株式総数 （株） 2,005,400 2,005,400 2,005,400

純資産額 （千円） 2,896,371 3,039,948 2,904,697

総資産額 （千円） 4,507,847 4,794,402 4,866,594

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 40.72 91.47 44.88

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 24.00

自己資本比率 （％） 64.3 63.4 59.7

　

回次
第34期
第３四半期
会計期間

第35期
第３四半期
会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日

至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日

至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

（円） △2.07 47.38

(注) １．当社は連結財務諸表及び四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度及び四半期連結累計

期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1)　業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の復興需要や政府主導による経済対策

の効果を背景として回復基調にあるものの、米国や中国を中心とする世界経済の減速に伴う輸出の減少

等により先行きが不透明な状況で推移いたしました。

当業界においては、ＩＴ投資需要は堅調に推移しており、スマートフォンやタブレット端末の市場規模

の拡大に加え、クラウド・コンピューティングの進展による新たな利活用に向けたソフトウェア開発の

需要が見込まれている一方、開発における短納期及び低コストの常態化や大手企業における今後のＩＴ

投資意欲減退による影響が懸念される状況となっております。

このような状況下、当社は業界のニーズに対応すべく今後の進展が見込まれる分野への案件獲得に注

力すると共に、リピートオーダーの確保や新規の顧客獲得に向け、積極的な受注活動を推し進めてまいり

ました。特に受託開発においては、Ｗ字モデルの開発手法を取り入れた「当社標準開発モデル」の導入や

ソフトウェアの構造分析を行う「リバースエンジニアリングサービス」の活用等により品質の向上を図

り、さらにＯＳＳの活用や部品化等による生産性向上への取組みも行ってまいりました。また、ＳＩサー

ビス（構築・保守・運用サービス）や「Ｃｙｂｅｒ－Ｓｍａｒｔ ＣＴＩ」を中心とするプロダクト等

の販売強化に努めると共に、今後の顧客ニーズを見据えた新プロダクトの立ち上げも行ってまいりまし

た。

以上の結果、当第３四半期累計期間における経営成績は、売上高52億86百万円（前年同期比12.2％

増）、営業利益３億34百万円（前年同期比68.5％増）、経常利益３億42百万円（前年同期比47.3％増）、

四半期純利益１億83百万円（前年同期比124.6％増）となりました。

　

当第３四半期累計期間におけるセグメント別の業績は以下のとおりであります。

（ソフトウェア開発事業）

　当社の主力事業でありますソフトウェア開発事業は売上高41億37百万円（前年同期比1.3％減）、営業

利益５億97百万円（前年同期比16.8％増）となりました。

　内訳として、通信ソフトウェア開発は、データトラフィック増加に伴うネットワーク負荷軽減への対応

案件、海外向け小型マイクロ波通信システム（小型基地局）等を受注いたしました。制御ソフトウェア

開発は、複合機やプリンター、車載系の開発案件等を中心に受注いたしました。また、業務ソフトウェア

開発は、ＥＣサイト構築案件に加え電子カルテやＥＲＰの開発案件等を受注いたしました。

　
（サービス事業）

　サービス事業は売上高11億48百万円（前年同期比121.4％増）、営業利益１億28百万円（前年同期比

170.2％増）となりました。クラウド化の潮流やＢＣＰ（事業継続計画）対策の需要が拡大しており、そ

の対応として、ＳＩサービス（構築・保守・運用サービス）において戦略的な組織体制強化による効率

化に努め、受注を拡大いたしました。さらに、「Ｃｙｂｅｒ－Ｓｍａｒｔ ＣＴＩ」を中心とするプロダ

クト等の販売を拡大いたしました。
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(2)　財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産は、前事業年度末に比べて72百万円減少（1.5％減）し47億94

百万円となりました。
　

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べて２億７百万円減少（10.6％減）し

17億54百万円となりました。その内訳は、流動負債が２億74百万円減少（28.1％減）し７億３百万円

となり、固定負債が67百万円増加（6.9％増）し10億50百万円となったことによるものであります。

　流動負債減少の主な要因は、支給対象期間の関係から賞与引当金の減少２億44百円、未払法人税等の

減少54百万円によるものであります。
　

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べて１億35百万円増加（4.7％増）し

30億39百万円となりました。
　

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。
　

(4)　研究開発活動

　当第３四半期累計期間における当社が支出した研究開発費の総額は20百万円であります。

　

(5)　生産、受注及び販売の実績

①生産実績

　当第３四半期累計期間において、生産実績に変動はありません。
　

②受注及び販売の実績

　当第３四半期累計期間において、サービス事業の受注及び販売実績が増加しております。

これは、ＳＩサービス（構築・保守・運用サービス）に注力した結果、ネットワークやサーバの構築

案件を効率的に受注し、さらに「Ｃｙｂｅｒ－Ｓｍａｒｔ　ＣＴＩ」を中心とするプロダクト等の販売

を拡大したことによるものです。
　

(6)　経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社の主力事業であるソフトウェア開発事業においては、通信ソフトウェアの受託開発を中心に通信系

の技術を応用したシステム開発を展開しており、当該品目の当社売上高全体に占める比率は、当第３四半

期累計期間において通信ソフトウェアで38.0%となっております。

通信業界においては、スマートフォンやタブレット端末の需要の高まりによりデータ通信対応への投資

の積極化が見込まれております。また、今後クラウド・コンピューティングの実用化に伴う開発需要の拡

大やクラウド・コンピューティングの進展により、付加価値ビジネスの成長が見込まれており、当社は当

該分野を中心にサービスを展開していく方針であります。

しかしながら、通信業界における設備投資及び開発投資動向が当社の想定どおりに推移する保証はな

く、当該動向によるソフトウェア開発に関する需要増減により、当社の経営成績及び財政状態は影響を受

ける可能性があります。また、当社事業については、通信業界以外の各企業等の情報化投資の動向により影

響を受ける可能性があります。

こうした事業環境のなか、当社はソフトウェア開発事業において保有する多くの実績と専門性の高いノ

ウハウを活かし、通信ソフトウェアを中心とした受託開発に引き続き注力するとともに、先端技術を要す

る開発プロジェクトに積極的に参画し、事業拡大を図ってまいります。サービス事業においては、これまで

創出してきた独自プロダクトやサービスに加え、自社技術を活かした新たなサービスを提供するソリュー

ションビジネスの展開を図ってまいります。技術面においては、技術革新が激しい当業界において最新技

術の確保を目的として、技術習得の強化と専門技術の高度化に努めてまいります。更にこれまでに培われ

た技術ノウハウの積極的な活用と品質及び生産性の向上にも努めてまいります。営業面においては、顧客

ニーズの深堀による提案型営業や迅速な営業活動による市場ニーズの先取りを推進し、更なる事業拡大を

図ってまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,621,600

計 6,621,600

　

②　【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)

(平成24年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成25年２月７日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 2,005,400 2,005,400
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

全て完全議決権株式であり、
権利内容に何ら限定のない、
当社における標準となる株式
であります。なお、単元株式数
は100株であります。

計 2,005,400 2,005,400 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成24年12月31日 ― 2,005,400 ― 399,562 ― 307,562
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(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できな

いため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿によ

る記載をしております。

①　【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式
         2,005,100

20,051 －

単元未満株式
普通株式
               300

－ －

発行済株式総数          2,005,400 － －

総株主の議決権 － 20,051 －

　

②　【自己株式等】

該当事項はありません。

　

２ 【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第63号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成24年10月１日か

ら平成24年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係

る四半期財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

　　当社は子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
　(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,313,354 971,475

受取手形及び売掛金 ※１
 1,385,105

※１
 1,471,055

商品 848 1,744

仕掛品 101,398 109,098

短期貸付金 1,000,515 1,302,351

その他 261,538 155,116

流動資産合計 4,062,760 4,010,841

固定資産

有形固定資産 253,261 254,651

無形固定資産 66,340 46,616

投資その他の資産 484,232 482,293

固定資産合計 803,834 783,561

資産合計 4,866,594 4,794,402

負債の部

流動負債

買掛金 129,609 126,865

未払費用 180,847 189,036

未払法人税等 54,658 －

賞与引当金 432,994 188,074

役員賞与引当金 20,120 14,572

工事損失引当金 288 －

その他 159,998 184,980

流動負債合計 978,515 703,529

固定負債

退職給付引当金 958,430 1,024,822

役員退職慰労引当金 24,950 26,102

固定負債合計 983,380 1,050,924

負債合計 1,961,896 1,754,454

純資産の部

株主資本

資本金 399,562 399,562

資本剰余金 307,562 307,562

利益剰余金 2,197,572 2,332,881

自己株式 － △58

株主資本合計 2,904,697 3,039,948

純資産合計 2,904,697 3,039,948

負債純資産合計 4,866,594 4,794,402
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(2)【四半期損益計算書】
　【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 4,710,631 5,286,019

売上原価 3,774,647 4,188,859

売上総利益 935,983 1,097,160

販売費及び一般管理費 737,496 762,759

営業利益 198,487 334,401

営業外収益

受取利息 6,878 6,284

雑収入 1,942 988

その他 25,338 1,110

営業外収益合計 34,160 8,383

経常利益 232,647 342,785

特別損失

固定資産除却損 58 187

特別損失合計 58 187

税引前四半期純利益 232,589 342,597

法人税、住民税及び事業税 11,951 64,490

法人税等調整額 138,960 94,669

法人税等合計 150,911 159,159

四半期純利益 81,677 183,438
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【継続企業の前提に関する事項】

　　当第３四半期会計期間（自  平成24年10月１日  至  平成24年12月31日）

　　　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　　当第３四半期累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

　　　該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１  四半期会計期間末日満期手形

　　　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期

会計期間末残高に含まれております。

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 3,630千円 1,643千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

減価償却費 23,944千円 25,576千円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月24日
取締役会

普通株式 48,129 24平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２  基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日

後となるもの

　　該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

サイバーコム株式会社(E05703)

四半期報告書

11/15



　

当第３四半期累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月31日
取締役会

普通株式 48,129 24平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金

　

２  基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日

後となるもの

　　該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期
損益計算書
計上額(注)２

ソフトウェア
開発事業

サービス事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,191,993518,6374,710,631 － 4,710,631

計 4,191,993518,6374,710,631 － 4,710,631

セグメント利益 512,090 47,498 559,589△361,101 198,487

(注) １．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに帰属しない全社費用であり、主に一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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当第３四半期累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期
損益計算書
計上額(注)２

ソフトウェア
開発事業

サービス事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,137,5951,148,4245,286,019 － 5,286,019

計 4,137,5951,148,4245,286,019 － 5,286,019

セグメント利益 597,924 128,340 726,264△391,863 334,401

(注) １．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに帰属しない全社費用であり、主に一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２  報告セグメントの変更等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 40.72円 91.47円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額　(千円) 81,677 183,438

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額　(千円) 81,677 183,438

普通株式の期中平均株式数(株) 2,005,400 2,005,344

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月６日

サイバーコム株式会社

取締役会  御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    並    木    健    治    ㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    石    原    鉄    也    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサイ
バーコム株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第35期事業年度の第３四半期会計期間

（平成24年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年
12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四
半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、サイバーコム株式会社の平成24年12月31日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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